
新聞に親しみ､新聞を重要な情報源の1つとして学習や自分の

1.はじめに

本校のある喬木村は､長野県南部､天竜川をはさんで飯田市の東に隣接する人口7,000人

程の小さな村である｡天竜川河岸から続 く低地に阿島地区等の村の中心街があるが､村の

大部分は山間地である｡本校は生徒数240名ほどの小規模校で､山間地で育 ってきただけ

に生徒は概ね純朴である｡こうした山間地の学校､純朴な生徒へも情報化社会の波が確実

に押しよせてきており､私生活においても､また､日常の学校生活の中においてもコンピュー

タやインターネットを活用する場面が増えてきている｡昨年度も､総合的な学習の時間や

社会科の学習等で多 くの生徒がインターネットを利用しての調査活動やコンピュータを活

用しての発表活動を行ってきた｡おかげで､コンピュータの扱いやインターネットを活用

しての調査活動に多 くの生徒が習熟することができたが､その一方で､気がかりな生徒の

ようすも見えてきている｡ そのうち､最も気がかりな点の1つは､生徒がインターネット

を唯一無二の情報源のようにとらえ､調査活動というとすぐにインターネットにとびっき

たよってしまい､その他の情報源にはなかなか目を向けることがないということである｡

インターネットの簡便性､情報量の豊富さ等を考えれば､生徒がそうなってしまうのも首

肯できるのであるが､ しかし､それ一辺倒では情報収集能力 ･情報選択能力 ･情報活用能

力等生徒の情報に関わる能力を十分に伸長することは困難で●はなかろうかと思われてなら

ない｡この度の `̀NIE''の指定を機に､必要な情報を得たい場合にはインターネットで検

索 して-というスキルの指導とともに､自分たちの身中まわりには生きた教材である ｢そ

の道の達人｣ ･体験的な実験 ･活字媒体等さまざまな有益な情報源があることに気づかせ､

それらもインターネットとともに活用していける生徒を育成 していきたいと願い､まずは､

新聞を重要な情報源として活用 していける生徒の育成をテーマに取り組もうと考えた｡

2.教師の願い

(1) 実践項目

昨年度は､以下の取り組みを行ってきた｡

① `̀NIE''新聞コーナーの設置

② 喬木村や本校関連の新聞記事紹介

③ 生徒による生徒への新聞記事紹介

④ 理科での新聞の天気図を活用した学習

⑤ 国語科学習での季節新聞(壁新聞)づくり

⑥ 社会科での新聞を活用 した授業
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(2) "Nl["新聞コーナーの設置

生徒の行き来が頻繁な廊下の一画に毎日配達されてくる新聞を置いて生徒の自由な

閲覧に供するようにした｡本校は2､ 3時間目の業間(15分間)以外の業問の時間は5

分間なので､授業と授業の合間にこのコーナーの新聞を読むことは時間的に厳 しい面

があるが､15分間業問や給食後等のゆとりの得られる時間には､何人か生徒が群がっ

て新聞を読む姿が見られ､新聞に親しむ生徒が少しずっ増えてきているように感 じら

れる｡

しかし､正直な所､｢置いたからあとはどうぞご勝手に !｣といった状態になって

しまっている観も否めない｡それだけでは不十分なのであろう｡新聞に親 しめる環境

をっくるだけでなく､そのつくった環境へ生徒を誘う手だても考えなくてはなるまい｡

今､ただ新聞を置くだけでなく､ 1人でも多くの生徒が置いてある新聞を手にし広げ

て見るようにし向ける工夫がさらに必要であろうと考えている｡たとえば､｢今､△

△新聞には､□面に○○の特集記事がシリーズで連載されているよ｡｣等の新聞記事

情報を適宜生徒へ伝えていくといった工夫である｡今後､検討していきたい｡

(3)喬木村や本校関連の新聞記事紹介

生徒が頻繁に行き来する廊下の掲示板を利用して､本校に届けられる新聞の中で喬

木村や喬木中学校の話題の新聞記事を切り抜き､台紙に貼った上で掲示し全校生徒に

紹介 してきた｡これは､そもそもは "NIE"の活動として行われたものではなく､学

校長や教頭がなかば個人的に行ってきたものであったが､ "NIE''の指定を受けた後

には担当係も参加するうちに､自然な形で担当係所管の活動の1つとなったものであ

る｡新たに掲示された記事を見つけた生徒たちが ｢おお､すげえ !｣､｢あっ､このこ

と知ってる !｣などと言いながら記事に見入っては談笑している姿がこれまでよく見

られた｡本校での "NIE''活動について取材 していただいた記事も掲示させていただ

いた｡生徒たちのようすから､この活動は､生徒に新聞への関心を持たせるというこ

との他に､愛村心や愛校心を持たせ高める上でも有効な活動であろうと実感している｡

いま振り返ってみると､この活動についても以下のようないくつかの反省点が挙げ

られる｡

●端から時系列的に掲示していくというやり方をしていったので､掲示内容の

脈絡や系統性は無視された形となった｡たとえば､喬木村の合併問題の記事

を ｢喬木村の合併問題コーナー｣というようなスタイルで脈絡をっけながら

系統立てて掲示を工夫していけば､生徒にさらに有益な効果をもたらすこと

なったかも知れない｡

●担当係はただ掲示をするだけで､記事を掲示したことについての生徒へのPR

や記事内容を補完するような情報紹介を十分に行ってこなかった｡そのため

に掲示に対する生徒の意識や関心の向けぶりが今ひとっ盛り上がってこなか

ったように感じられる｡
｣ ‥- ..

-44-



できれば､今後は､これらの反省点を踏まえて､単なる掲示で終始 してしまうこと

なく､どうすれば掲示された記事が生徒に対して有益に生きるのかを念頭に置いて生

徒に生きる記事掲示紹介を目指していきたい｡

(4) 生徒による生徒への新聞記事紹介

① 社会科授業での生徒による新聞記事紹介

社会科授業の初めの5分間程度､生徒が 1時間の授業について1人ずっ輪番で､

気になったり興味を抱いた新聞の記事を自分の感想を交えて学級の生徒に紹介させ

ている｡当初はスポーツや地元に関係 した記事の紹介が多かったが､ しだいに政治

関係の記事や国際的な問題に関係した記事の紹介も見られるようになり､生徒の興

味 ･関心の向き先が徐々に幅広くなってきているように思われる｡しかし､一方で､

正直な所､以下のような問題点を抱えて順調に軌道に乗っているとは言い難い面も

あるので､方法をさらに工夫をして今後も続けていきたいと考えている｡

｢･･一 ･･･ 授業での生徒による新聞記事紹介の問題点 一･･一･･一･･一･･一･･一･･一日----1

!●読解力の乏 しい生徒には記事の読みこなしが難 しく､記事の紹介が十分にで !

きないし､感想もなかなか持てない｡

●記事紹介を有益なものとするためには紹介者への事前指導をする必要がある

が､現実にはそれを行う機会が持てず､生徒まかせになってしまって有益な

ものになりえていない｡

●大勢の生徒を前にして発表することに心理的な負担感を強 く感ずる生徒やそ

の負担感が理由となって授業へ出られない生徒が出てきた｡ l■■--■■~
② 長期休みの課題 ｢私の新聞記事紹介｣

上記のように､大勢を前にしての発表(記事紹介)というスタイルには問題もある

ように感じられたので､紹介のしかたの工夫の1つとして､｢私の新聞記事紹介｣

と題する課題を長期休み(年末年始休み)に出してみた｡これは､毎日､自宅に届い

た新聞の中から気になったり興味を抱いた記事を1件ずっ選び､その部分を切り抜

いて台紙に貼り付けるとともに､その記事に対する自分のコメントを付記 しておく

という課題である｡ この課題を出すにあたっては､先述のように､読解力の乏 しい

生徒がいるとの実態や課題の完遂という点を考慮して､生徒へ過度な負担とならな

いように ｢切り抜いて貼り付けてコメントを書き添える｣という比較的容易に取り

組める課題にした｡年末年始休みであったので7日分の課題を課 したが､その点が

効を奏したか､全員の生徒が完遂して提出することができた｡書き添えたコメント

は､当然のことながら､生徒によってさまざまであり､数行程度の簡潔なものから

しっかりと自分の意見を記入したものまであって､生徒の個性が現れているように

思え､読んでいて楽しくまた参考になること大であった｡この種の課題は､生徒の

社会的思考 ･判断の実態を評価する上でも有益な課題であると思われるので､今後

も方法を工夫しつつ継続 して課 していきたいと考えている｡次の頁に載せてある資

料は､｢私の新聞記事紹介｣の実際例である｡
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(5) 理科での新聞の天気図を活用した学習

理科では､新聞に載っている天気図を切り抜いて気象の学習に活用した｡どのよう

に活用 したかを聞いていないので詳細については分からないが､想像するに､切り抜

いた天気図を活用して､天気図の描き方､約束事､天気図からの読みとり等について

習熟をはかったものと思われる｡理科担当の職員から ｢`̀NIE"用の新聞を理科の授

業で使わせてほしい｡｣との申し出を受けた時には､理科の学習内容と新聞記事とが

頑の中で結びっかなかったが､わけを聞いて､改めて新聞の活用範囲の広さを実感さ

せられ､その他の多くの教科の職員に新聞の活用を啓発していきたいと思わされた｡

(6)国語科学習での季節新聞(壁新聞)づくり

国語科では､昨年度､ 2学年の3学級で､新聞記事を活用して､模造紙 1､ 2枚大

の壁新聞をっくる学習を行った｡この取り組み(学習)は､ 2学年の国語科で本来学習

すべき単元の1つとしてあるものでなく､この2学年の3学級の国語科を担当し､な

おかつ2学年の学級担任であった2人の教職員のオリジナルの取り組みとして実施さ

れたもので､｢新聞離れ ･活字離れが進み､新聞や活字から得 られる想像力や感性､

漢字力､読解力等が乏しくなってきた生徒を少しでも新聞や活字に近づけてそれらの

力を取り戻させたい｡｣とするこの2人の教職員の生徒へ寄せる願いか ら企画 ･実施

された活動であった｡したがって､ `̀NIE''の活動の1つとして意図的に取 り組まれ

たものではなく､結果として "NIE"の活動になったという形である｡

｢季節新聞づくり｣という名前で呼ばれている通り､この壁新聞は各季節ごとに年

に4回つくられた｡生徒全員が､ 2,3人ずっグループになって新聞の中から ｢その

季節らしさを強く感 じさせられる｣という記事を見つけて選び､それを切り抜いて台

紙に貼り付ける｡たとえば､夏号の新聞づくりであれば､選ばれる記事は､海水浴や

避暑地のにぎわい ･盆踊り･花火大会等の記事が､冬号であれば､クリ女マスや正月

にまっわる記事､スキー場のにぎわいや冬山遭難等の記事が多くなるといった具合で

ある｡そして､記事の横に自分なりのコメントを書き添える｡そうやってできた台紙

をさらに大きな紙へ新聞らしいレイアウトのもとに見栄えよく配置して貼り付け､大

きな壁新聞をつくりあげるという活動である｡ 3､4回目には､生徒はやり方に慣れ､

それほど時間をかけることなくやりおおせてしまった｡ レイアウト､イラストや配色

等の装飾は生徒の創意工夫に委ねられているので､生徒は楽 しげにいきいさとして取

り組んでいた｡

国語科の教職員がこの活動の結果をつけたい力との関連でどう評価 しているのか､

まだ聞いていないので不明であるが､生徒のようすを見る限り､生徒はこの活動を通

して頻繁に新聞と関わりを持っ中で､新聞に対 して持ちがちな抵抗感のような感覚か

ら解放されっっあるように見受けられる｡

この2人の教職員は､この取り組みをあくまでも昨年度に限定 して取り組み､本年

度に継続する予定はない(3年に進級 し､入試対策面に力を入れるため)とのことであ

るが､係としては､やり方は異なっても､本年度も新聞を活用した学習活動を展開し

てもらうよう働きかけていきたい｡
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(7) 社会科での新聞を活用した授業

社会科では､ 3年の公民的分野の授業､ 2年生の地理的分野の授業で新聞を活用す

る実践を試みた｡

① 3年公民的分野の授業での活用例

｢地方の政治(地方自治)｣の単元の中で､市町村の合併問題を取 り上げ､｢喬木

村は合併すべきか｡｣を学習問題として授業を展開した｡学習問題を設定した後､

予想を出して話し合い､調査の観点として､｢合併のメリット｣､｢合併のデメリッ

ト｣､｢住民の意見｣､｢他の町村の動き｣等6点ほどが挙げられ､グループによる追

究が始まった｡そのうち､｢他の町村の動き｣を調査するグループが長野県内の町

村合併の動きを新聞記事を活用して調べ､長野県の市町村境界線入りの白地図へ､

合併問題が浮上 し合併の方向に動いている町村を着色 して表した資料を作成 し発表

した｡

② 2年地理的分野の授業での活用例

｢世界と日本の人口問題｣の最後の場面 ｢過疎地｣の学習で新聞を活用した｡

この単元の学習は概ね以下のように進んだが､このうち､第4時の ｢過疎地での具

第 1時 1 世界の人口はどのように移り変わってきたのだろうか○

2 州別の人口はどのように移り変わってきたのだろうか○

3 先進国と発展途上国の人口ピラミッドをくらベてどんな違いがあ

るか○

4 人口増加の激しい国､少子高齢化の進む国ではそれぞれどんな対

応をしているのだろうか○

第 2時 1 日本の人口はどのように移り変わってきたのだろうか○
2~地域によって人口のようすはどのように違っているのだろうか○

3 過密地には人口の集中にともなってどんな問題がおこつているの

だろうか○

第 3時 1 過密地では過密にともなう問題に対 してどんな対策を行っている

のだろうか○

2 過疎地では人口の減少にともなってどんな問題がおこつているの

だろうか○

3 過疎地では過疎にともなう問題に対 してどんな対策を行 っている

のだろうか○

第 4時 1 過疎地が行っている具体的な ｢町おこし｣や ｢村おこし｣の例を

体的な 『町おこし』や 『村おこし』の実際例を新聞から探 してみる｡｣ という活動

の中で新聞を使った｡ `̀NIE''の指定後､本校に届けられた新聞のストックを大量
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に教室へ持ち込み､それを生徒個々へ何部かずつ配布 して探させた｡調べる新聞の

量が多い割に関係する情報が思いの他載っていなくて生徒たちはだいぶ苦労したが､

それでもほとんどの生徒が ｢町おこし｣･｢村おこし｣やそれに関連する記事を何と

か見つけだすことができた｡

教科書の中のことがらは､ともすると生徒にとっては､現実感のない対象になっ

てしまいがちではないかと思われるが､こうして新聞を活用することで多少なりと

も教科書の中のことがらを実存感をともなった形で ｢再認識｣させることができた

のではないかと自画自賛 している次第である｡

3.残された課題

(1)新聞を教育に活用する場合には､指導する者が生徒を新聞に触れさせる前にある程

度新聞に載っている情報について知っておく必要があると思われるが､実際にはそれ

がなかなかできないでいる｡そのために､いざ新聞を活用しようと思っても､活相の

プランニングが困難な状況があった｡

(2) `̀NIE"を推進する校内体制を作り上げることが難 しい｡担当者の動 き方の問題が

大きいと思っているが､担当者以外の教職員の協力をいかに得ていくか､日常の教育

活動の中に新聞をいかに組み入れてもらうか等についてなかなか実効あるアイデアや

行動を提示できなかった｡

(3)新聞に親 しませるには､新聞をっねに生徒の近 くに有るようにし､頻繁に触れさせ

ていくことが必要であると考える｡そのために､何も学習のためだけでなく､遊び道

具やゲームのネタとして等､｢こんな使い方もできるんだ｡｣と生徒が驚きを持って目

を見張るような使い方を提示できるよう柔軟な形で新聞を生かしていく術を模索 して

みたい｡
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生徒が ｢町おこし｣､｢村おこし｣の例として新聞から見っけだした実際の記事

2003年 1月8日 (水曜日)

ユ毎 組

県
開
品
串
-
場

サ

ービス
改
善
策な

どで
格
差

長
野
県

内のスキー場に客足が戻っ

て
き

た｡年末

ズ
ン

序盤職を鰭
を中心とするシー
､多Vのスキー場

の
利

用者数が前年英紙を上回った｡

降
雪

の多さが主因だが､スキー場の

サ
ー

ビス改費も功を舞したとみら

れ
る
.

特に中巻口勧車遭沿いのスキ

ー場

の健闘が目立つ｡旅行会社によ

る
と
､

温泉などの付加価値がつくス

キ
ー

場に人無が集まり､集客力の格

差
が

広がっているという｡

スキーやスノーボードを⊇醸しむ書
でにぎわう志取高瀬のスキー場

白
樺

湖を中心とする中

央
自
動

車道沿いのスキー

場
で利

用者数が伸びてい

る
｡
子

どもがそりで遊ぶ専用ゲレンデを投けるな
どサービス･施股面の改
善恵めるスキー甥が目

立つほか､ビーナスライン
の通行料無料化

なども
効いたもようだ｡
志賀高原や野沢

温泉と

いった老舗スキ

ー坊の客 足も
里柄だ

｡スキー以外

の新
しい楽

しみ方を捷供

し始
めたほ

か､県のスキ

ー場
振興蜜

点地区に指定
され
た
こと

を契機に､サ

ービ
ス面
の

拡充を進めて

いる｡温泉

があることも

人気を高め

ている｡

白馬
は例

年よりも
膏が

早く降
った

こと蓋い風

に､多
くの

スキー場
でシ

ーズ
ン累計

の利蓋

を

増やした｡

ただ､二
部

のスキ
ー場

を除き'年末

年始以降
の

客足は鈍
って

いる｣(リ

フト姦耶)
と
いう

声も萄る｡
客足

は戻ってきたが､

崖
叩り

客も多く､宿泊客

の動向

はまだら横様だ｡
日本旅
行の担当者は､｢ス

キー客

の県内宿泊取り扱

いは前

年比で一-二割増

えてお

り､特に､白樺湖

周辺と

渠地の人気が商

い

｡
1
万､縫営改善が連

れ

てい
るスキー場や施股

の取

り扱いは減ってお

主な県内スキー場の事り用
書事故の対1帆年樗】糊比

今シーズン無9十スキー場名

く上寸書越由一わ葦iJB)
志架高原 3%増 1%増

野沢温泉 3%増 5%増

軽井沢プ リンスホテ 前年 前年
ノレ 並み 並み

戸 騒 微増 1割増

斑庵高叔 _ 2%増~∴7%増

く白 l『〉

白馬八方尾根 ぬ減 3割増

白馬岩岳 微減 l削靖

栂卓也高沢 5%補 2割増

く中央自助♯iヰ〉

プランシユたかL-Jbま 10錫増 25%増

しらかば2イン1 4%増 13%増

開田高原マイア 3割増 1割増

おんたけ 6%増 q?加

東棟市原温泉 l3%上旬 増加

くさ主)リフ ト会社や地元市町村など調べ
り
'
人

気の善が広がって

い
る｣

と指摘する｡

J
T

Bの桐童では'首

都蘭
か

らのスキー柑泊客

は減少

している｡新幹線

の延長

に伴って東北地方

を
折
れ

る客が増えたう

え､
｢

長野県から利便性

が高
い

上鵜や尊称に流れ

るケー

スが多い｡名古屋

か
らめ

客は増えている

が
､全

体では前年比でマ

イナ
ス

｣と分析する｡

長野

県内スキー場の利

用客は

!九九二年東をピ

ーク
に

碑仰向向だ｡県は

スキ-

再興戦略会織姦

覆し､

二〇〇二年度のス

キー場

利用者の莞
ノ

ラスを

目指している｡今

シーズ

ンの滑り出しは好

綱だが

'｢天候に頼らず

に安定

的に客を轡やすに

は地並

な誓改善が必事 だ｣(JTB)という
声

は少なくない｡
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社会科地理的分野作業
こ ん な こ と を し て しヽる ぞ !

二
･.I:.:･･
,':i'.

!

i::･Jf(,,;･,'･･.I:'･4.･;AT･.'･:I:.･･:J

Jt,.,

スストアと組むのが最適

壷断｡知事は大手のロ

ーソンに的轟
って十月

中旬に棄京垂円で新浪剛

社長に会い'捷桝を申し

ンと提携

来
月
か
ら
バ
ス
共
同
運
行

長野県､ローソ

県 は 志 賀 布 原 な ど の 有 力4スキー場を
モ デ ル 地 区 に 柑 正 し て 活性化を速めている(志 文 高 原 満天ガ原スキー場)

長野県とローソンのスキー観光
事
業
で

の捷桝

が決まった｡民間企業との効果的
な
連
桝

によっ

て県内スキ-淡の利用客の減少に
歯
止
め

をかけ

るのが県側の狙いだ｡ローソンに
限
ら
ず

､長野

トヨタ自動車(長野市'宇部亭冗
社
長
)

､小梁

坂スキー動作所(同市'小突坂適
邦
社
長

)など

とも研客活動で捷桝するほか'飲
料
大
手

とも捷

桝交渉を進めている｡
(企水面捗

開
)

長野トヨタなどと
も

組む

な絹絹絹
脚細雨絹㌍

謂錆 入れ
た｡現在､捷折の具

体的内容を巡って繕めの

交渉を行っている｡
ローソンも鼎との捷桝

が販路拡大に有効になる

と計算しているよう唱

第一弾として
バス藁

をつ松本鴫気鱗潰(紘

本市､沌沢撒社長)の協

力を縛て､一月からスキ

ーバス
鼓廉と丑ハ同で走ら

せる｡
ローソンの店舗で

割引リ
フト券や､淋スキ

ー振興
のキ4･ラクタ-商

品を

販売することも検肘

している｡

県は長野ト
ヨ

タや小
史

坂スキーとは桝客活軸で
撫桝する｡スキー場嘉
れた客を対象に抽過でプ

レゼント轟る排客活動
を行う計画で､長野トヨ
タは自動車を､小賀坂ス
キーはスキー板などを地
鉄する｡スキー蛾を巡る
スタンプラリーの実施も
予定しており､飲料大手
などとの捷携交渉を進め
ている｡民間企梁との藻内容
の異体的な実行は'県が
十月に鼎内釜など♪異
同で牧償した組織｢スキ
ー王国長野S客推進協純
金｣(会長･北野次豊北
軒重役社長)が行うO
長野県には百を超える ス

キ

-場があり､北海道

に
次

いで多い｡しかし'

二
〇

〇]年東のスキー客

は
1

千万人強で､f九九

二
年

度のピーク時の約半

分
と

大幅に落ち込んでい

る
｡県

は､ヒット映画｢私

を
ス

キーに連れてって｣

の
監

督の局珊僻夫民らを

迎
え

て｢スキー蓄

会
議

｣毒せするなど'

長
野

観光の軸となるスキ

ー
蛾

の振興左目揺してい

る
｡




